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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】平成22年12月9日(2010.12.9)

【公開番号】特開2008-143176(P2008-143176A)
【公開日】平成20年6月26日(2008.6.26)
【年通号数】公開・登録公報2008-025
【出願番号】特願2007-313391(P2007-313391)
【国際特許分類】
   Ｂ４１Ｍ   7/00     (2006.01)
   Ｂ４１Ｆ  23/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ４１Ｍ   7/00    　　　　
   Ｂ４１Ｆ  23/04    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成22年10月25日(2010.10.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の印刷ユニット（８）または塗工ユニット（９）と乾燥装置とを備える枚葉紙印刷
機（１）において印刷または塗工された枚葉紙を乾かす方法において、
　枚葉紙が前記乾燥装置（１０，１１）へ進入する前にすでに周囲温度を上回る温度まで
加熱されることを特徴とする、枚葉紙印刷機において印刷または塗工された枚葉紙を乾か
す方法。
【請求項２】
　前記枚葉紙が前記枚葉紙印刷機の前記印刷ユニット（８ａ－８ｆ）が有している温度を
上回る温度まで加熱される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記枚葉紙が３２℃を上回る温度まで加熱される、請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　前記枚葉紙が２５℃から５０℃の間の温度まで加熱される、請求項１または２に記載の
方法。
【請求項５】
　前記枚葉紙が３２℃から４５℃の間の温度まで加熱される、請求項１または２に記載の
方法。
【請求項６】
　前記枚葉紙が前記印刷ユニットまたは前記塗工ユニット（９ａ，９ｂ）において、加熱
された圧胴との接触によって加熱される、請求項１から５までのいずれか１項に記載の方
法。
【請求項７】
　前記枚葉紙が枚葉紙進行方向に見て前記乾燥装置の手前に配置された最後の印刷ユニッ
トの圧胴によって加熱される、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記枚葉紙が枚葉紙進行方向に見て前記乾燥装置の手前に配置された塗工ユニット（９
ａ，９ｂ）の圧胴（１４ａ，１４ｂ）によって加熱される、請求項６に記載の方法。
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【請求項９】
　前記枚葉紙が枚葉紙搬送経路にある別の胴によって追加的に加熱される、請求項６から
８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記枚葉紙がすでに給紙台（１２）の上で追加的に加熱される、請求項６から８に記載
の方法。
【請求項１１】
　複数の印刷ユニット（８ａ－８ｆ）または塗工ユニット（９ａ，９ｂ）と、枚葉紙に印
刷されたインキ層または塗工層を熱で乾かすための乾燥装置（１０ａ，１１ａ，１１ｂ）
とを備える枚葉紙印刷機（１）において、
　枚葉紙進行方向に見て前記乾燥装置の手前に配置された最後の印刷ユニットまたは塗工
ユニット（９ａ，９ｂ）が加熱可能な圧胴を有しており、その動作温度は、前記圧胴から
出ていく枚葉紙が前記乾燥装置（１０ａ，１１）へ進入するときに周囲温度を上回る温度
まで加熱されるように選択されていることを特徴とする枚葉紙印刷機。
【請求項１２】
　別の印刷ユニットまたは塗工ユニットに別の加熱可能な胴を有している、請求項１１に
記載の印刷機。
【請求項１３】
　加熱可能な給紙台（１１２）を有している、請求項１１に記載の印刷機。
【請求項１４】
　前記の加熱可能な圧胴（１４ａ，１４ｂ）の動作温度は前記印刷機にある枚葉紙を運ぶ
他の胴（４，５）の温度を上回っている、請求項１１から１３までのいずれか１項に記載
の印刷機。
【請求項１５】
　前記圧胴の動作温度は４０℃から８０℃までの範囲内にあり、特に４５℃から６５℃ま
での範囲内にある、請求項１４に記載の印刷機。
【請求項１６】
　前記乾燥装置は熱風乾燥機と赤外放射乾燥機の少なくとも一方である、請求項１１に記
載の印刷機。
【請求項１７】
　前記乾燥装置（１０ａ，１１）の排気が供給され、かつ前記の加熱可能な圧胴と接続さ
れた熱交換器（２３）を有している、請求項１１から１６までのいずれか１項に記載の印
刷機。
【請求項１８】
　前記熱交換器（２３）によって加熱された流体が前記の加熱可能な圧胴を貫流する、請
求項１７に記載の印刷機。
【請求項１９】
　前記枚葉紙の温度は、該温度が、前記乾燥装置（１０ａ，１１）において設定された熱
風温度のときに表面が湿潤した枚葉紙に生じる定常温度の付近にあるように、前記の加熱
可能な圧胴の温度を通じて調整される、請求項６から１０までのいずれか１項に記載の方
法。
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